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マウスにおける酸化障害に対し低線量Ⅹ線を事前または事後に照射した場合の諸効果に関して．諸  
臓器中の抗酸化機能の分析や病理学的な観察により種々検討した。その結果，次の成果が得られた。  
即ち，低線量Ⅹ線を事前に照射した場合には．虚血一再濯流に伴う足浮腫が抑制され，事後に照射した  
場合には，肝障害（脂肪肝）が早期回復することが明らかになった。これらの効果には，低線量照射に  
伴う抗酸化機能の克進などが関与していることもわかった。他方 過度の酸化障害に対しては，低線  
量Ⅹ線照射による同様の効果がないことも明らかになった。これらの知見から．低線量Ⅹ線の事前ま  
たは事後の照射は抗酸化機能の克進などにより，浮腫や脂肪肝などの酸化障害に対し予防または早期  
回復に寄与する可能性が示唆できた。   
なお，本論文第1鼠 第2編は共著論文であり．共著者の協力を得て完成したものである。  
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